
６月２２日（水）９時から１０時、株主総会の

会場前で横断幕とのぼり旗を掲げて「日立懇２４

７号と質問状要旨」を５人で７５セット手渡すこ

とが出来ました。日立懇田中代表は携帯ハンドマ

イクで田中が訴えました。天候にも恵まれて良かっ

たです。（宣伝行動写真下）

株主総会は、１０時開会で報告が短縮され１時

間で終了となった。事前質問状に対して一部を質

疑応答の冒頭で「長時間労働、健康管理、環境に

ついて厚労省のガイドラインを労使合意を行い、

遵守している。長時間労働については時間を把握

している。健康管理についてはオンラインで検診

などを行っている。環境については机購入補助な

どをカフェテリアプランで補助している」と回答。

日立懇副代表の成木株主の質問①「高齢者雇用

安定法は７０歳までの雇用は「努力義務」とされ

ている」に対して、回答（中畑）高齢者雇用は、

日立は65才までのとなっている。65～70才まで

継続は努力義務で労使間の協定が必要。引き続き

検討を行う。人権方針は適切に行っている。

質問②「６０才以降の再雇用者に対し、高卒初任

給17万3０００円より１万円以上も低い16万19

00円で働かせている」に対して、回答（中畑）再

雇用者の賃金問題は、仕事の内容、正社員との比

較で行っている。この形で進めていきたい。

１歩前進さ

せた総会となっ

た。（成木）
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６月２２日（水）から主要な企業の株主総会に対して社員とＯＢ株主は、職場内でのリストラや人権

問題などを「質問状への回答書」を求めるなどの取り組みを行い、Ｐ１～Ｐ３に掲載しました。


